
製茶工程で使う茶葉選別機を発明
80年以上にわたり多様な選別機を開発

　当社は、家業として代々製茶業を営んできました。創業は
1935（昭和10）年、製茶工程で用いるために、静電気を利用し
た茶葉選別機を発明したのが始まりです。
　お茶の製造では、最後に乾燥させた茶葉と茎を選り分け、茎
を取り除く工程があります。手作業で行うために、従来は大変な
手間と労力がかかっていました。創業者の服部善一は、乾燥し
た茶葉と茎を擦り合わせると、摩擦によって静電気を帯び、茶葉
はマイナスに、茎はプラスに帯電することを発見。この現象を利
用して静電気で茎を吸着、除去する選別機を開発しました。
　創業当初は、製茶業の傍ら茶葉選別機を製造・販売していま
したが、注文は後を絶たず、やがて選別機の製造を専業とする
ようになり、それ以降、今日までの当社の歩みは、新しい選別技
術の挑戦の歴史となりました。
　1962（昭和37）年、茶葉選別の完全自動化を目指して新た
に開発したのが、光を当て、「色」で選別する色彩茶葉選別機で
す。これにより選別性能は大幅に向上したものの、処理量が少
ないという課題が残りました。そこで静電選別機の処理速度と
同等の毎時100kg程度まで処理能力を上げるため、考え出し
たのが、V字型のシュート（滑り台）の上から茶葉を自然落下さ
せ、重力によって茶葉を送るスピードを速める方法でした。それ
に加えて、光を照射してフォトセンサで異物を検知する方法を
考案。1975（昭和50）年、処理能力を大幅に向上させた新機種
を発売しました。
　茶葉以外の対象物の選別に本格的に乗り出したのは2000
（平成12）年、CCDカメラを搭載した米用色彩選別機を開発し
た時です。これにより選別できる対象物は大幅に拡大。茶葉だ

けでなく、米やゴマ、多種多様な形状・大きさの野菜、ひじきや
わかめ、ちりめんじゃこなどの海産物、さらにはカット野菜や、粉
体など、お客様からの依頼に応じて多様な用途の選別機を
次々と開発してきました。

ブロワーで吸引する新発想で
粉体・軽比重物の異物の除去に成功

　当社の強みは、お客様のあらゆるご要望に応える開発力に
あります。現在は、茶葉用はもとより食品用、工業用、医薬品用
など多様な分野に、色や光学特性を検知する色彩選別機、重さ
で選別する真空吸引選別機、静電気で選別する静電選別機、形
状や大きさを見分けるシフターなど、対象物の特性に応じた選
別機を開発・製造しています。中には「他では『できない』と断ら
れた」と、最後の頼みの綱として当社に相談してくださるお客様
も少なくありません。そうしたお客様の切実な声に応えられる
企業でありたいと常々考えています。今回、京都中小企業優秀
技術賞を受賞した「粉体・軽比重物用異物除去装置」も、大手化
学メーカーのお客様から「発泡ビーズに含まれる不良品の異色
ビーズを除去できずに困っている」という依頼を受けたのが、

開発のきっかけでした。
　ポリエチレンの微粒子を約50倍に膨らませた発泡ビーズの
比重はわずか0.02。軽量過ぎて、自然落下方式ではシュート
（滑り台）の上をうまく滑り落ちません。いかにスムーズに発泡
ビーズを搬送するかが課題でした。さまざまな方法を検討する
中でひらめいたのが、ブロワー（吸引装置）で吸引する方法で
す。当社では、ブロワーで対象物を吸引搬送する風力選別機を
製造しています。この技術を応用しようと考えました。
　外気が入らないよう装置内部を密閉して、シュート上部から
発泡ビーズを落下させ、下部の出口から毎分6.0m³の風量で
吸い出します。落下途中に設置した2台のCCDカメラで不良品
を検知し、エアガンで高速除去する仕組みです。この方法によ
り、高精度にかつ毎時600kgものスピードでの検査を可能にし
ました。
　また同じ原理で、極めて軽い粉体から異物を除去する装置も
開発しました。大手食品メーカーのお客様の工場では、1時間
に4tもの粉体製品を生産しています。自由落下方式の検査装
置では、1時間に80～100kgしか検査できず、生産スピードに
追い付きません。今回開発した吸引式の装置によって、1時間
当たり4tのスピードで異物を除去することに成功。従来品の約
12倍の処理能力を実現するとともに、大幅な省スペース化も
可能にしました。
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令和2年度「京都中小企業優秀技術賞」を受賞された企業の概要、受賞の対象となった技術・製品について、代表者にお話を伺います。

選別範囲の拡大を目指し、さらなる技術開発へ
お客様の期待に応えられる企業でありたい

　本装置の開発に成功したことにより、食品添加物や化学材
料、医薬品など粉体の製造に関わるお客様に販路が大きく広
がりました。また自動車業界を中心に発泡ビーズの需要が高
まっており、検査装置の需要拡大も見込まれます。その他にも
軽比重のさまざまな対象物の検査に用途が広がると期待して
います。今回、優秀技術賞を受賞したことで、お客様からの信頼
がいっそう高まり、安心して発注していただくことにつながって
いると感じています。
　今後は、さらに検知・選別できる対象物の範囲の拡大を目指
していきます。お客様からのご要望は、年を追うごとに多様に、
高難度になっています。新たな技術の開発にも力を注ぎ、お
客様の高い期待に応えられる企業であり続けたいと考えてい
ます。

Comp a n y  D a t a
●代表取締役社長／服部 勝洋
●所　在　地／京都府宇治市白川宮ノ後2番地
●電　　　話／0774-21-2357
●創　　　業／1956（昭和31）年
●事 業 内 容／色彩選別機、真空吸引選別機、静電選別機等の製造
●ホームページ／http://senvec.co.jp/

●お問い合わせ先／ （公財）京都産業21 市場開拓支援部 新市場支援グループ　TEL：075-315-8677  E-mail：create@ki21.jp

代表取締役社長

服部 勝洋 氏

優れた技術・製品の開発に成果をあげ
京都産業の発展に貢献している

中小企業を紹介
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技術者からひとこと

　本装置の開発で苦労したのは、お客様の工場に据
え付けた後でした。試運転で想定通りに異物を除去
できないことがわかったのです。原因は、異物除去装
置に連結する製造ラインに搭載されたブロワーの吸
引力が強すぎ、異物の検出と除去のタイミングがず

れてしまうことでした。原因を究明、改善するために何度お客様のもとに
通ったかわかりません。最終的にお客様に満足していただけた時は、喜び
もひとしおでした。

技術部 テストグループ　松田 寛之 氏

（左）排除された異色ビーズ （右）製品の黒色ビーズ

粉体、軽比重物用異物除去装置（右）と
その構造（上）

株式会社服部製作所

80年以上積み重ねてきた開発力を駆使し
粉体・軽比重物の異物を選別・除去できる装置を開発
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